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◆平成１６年度繰越分　（予算額：２００，５５９千円　　決算額：２００，５５９千円）
委託料　
工事請負費
公有財産購入費
物件補償費

◆平成１７年度現年分　（予算額：２１０，０００千円　　決算額：１８４，００５千円）
事務費
委託料
工事請負費　Ｈ１７－２(６０ｍ)、Ｈ１７－３(４０ｍ)
公有財産購入費（７件）　１，１５８㎡

◆単独事業（補助事業外）分　（予算額：２，１９３千円　　決算額：２，１８３千円）
委託料など
工事請負費

 

整備前 整備後

◆平成１８年度への繰越 （予算額：２５，９９５千円）
委託料
工事請負費
公有財産購入費（１件）
物件補償費（１件）

単位：千円

99 2,095

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民など
安全で快適な歩行者空間を確保するとともに、交通
渋滞を解消するために整備を行います。

386,747 307,652 0

県支出金 地方債 その他 一般財源

412,752

事

業

の

成

果

   宮平学校線事業進捗率(補助事業ベース)    平成１７年度末現在   ６６．１％
宮平学校線は、道路延長９６０ｍの内、国道３２９号から中学校体育館までの間約６１０ｍを(その１)の事
業認可区間として平成１９年度の完成に向けて取り組んでおり、通学者における快適な歩行者空間が
確保されつつあります。また、(その２)は中学校体育館から文化センター前を通り役場前の県道までの
区間約３５０ｍを平成１６年度に事業認可を得て、平成１７年度から本格的に用地取得・物件移転補償
を進めています。

事

業

の

実

施

内

容

76,901

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金

連絡先

事
業
の
目
的

都市計画費

施策の大綱 道路・交通・情報網の確立 街路整備事業費

  ・宮平学校線街路整備事業 (事業期間：平成１１年度～平成２２年度) 補助事業

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書

街路事業（宮平学校線） 予

算

科

目

一般会計

経済建設部  都市計画課  計画係 土木費

８８９－１６３２

事業名

部　課

６５，８３１千円
８８，８４７千円

 総事業費 ： ３，８９５，０００千円   (幅員１８ｍ   道路延長９６０ｍ）

９，８５０千円

宮平保育所付近(国道３２９号方向)

１６，９９７千円
７，７８５千円
６１，８０６千円
１１３，９７１千円

物件補償費（６件）

５３４千円
１，６４９千円

２，７３２千円
１６，７４５千円

２６８千円
４，２５５千円
２，１４６千円
１９，３２６千円
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平成１７年度は下記の箇所の整備（道路維持整備）を行いました。

○賃金（人夫賃）
　予算額　　４，６５３千円　　　　
  決算額　　４，６５０千円

○使用料及び賃借料(機械使用料・汚泥等処理料)
　予算額　　３，５００千円　　　
  決算額　　３，４９９千円

○原材料費
　予算額　　２，０００千円　　　
  決算額　　２，０００千円

○宮平川転落防止柵設置工事
　工事費　　予算額　２，１００千円　

     決算額　２，１００千円

○山川ガードレール移設設置工事
　工事費　　予算額　１，６６３千円　

     決算額　１，６３５千円

○町道７６号線冠水対策工事
設計委託費　 予算額　    ２６３千円

  決算額　    ２６３千円　　
工事費　 　　　予算額　２，３６２千円

  決算額　２，３４２千円

事

業

の

実

施

内

容

側溝蓋の修繕前（兼城地内）

側溝蓋の修繕後（兼城地内）

事

業

の

成

果

町道の破損した個所の維持補修を行い、町民の交通安全に寄与できました。

一般財源

16,48916,48916,541

予算の
執行状況

予算額
地方債

決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 その他

事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民など
町道の破損した個所の維持補修を行い、町民の交
通安全を促進します。

８８９－４４１２ 道路橋梁費

施策の大綱 道路・交通・情報網の確立 道路維持費

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事業名 町道維持管理事業 予

算

科

目

一般会計

部　課 経済建設部　建設総務課　維持管理係　 土木費

連絡先

道路維持管理費の推移

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年

千円
賃金

使用料及び
賃借料

原材料費

　グラフ中、原材料費が平成16年度より激
減しているのは、地域への資材提供が減
額となったためです。
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平成１７年度は、下記のとおり事業（町道所有権移転等）を行いました。

○ 土地測量分筆作業
町道所有権移転等委託料　　予算額　１９３千円　　決算額　１９３千円

○町道５７号線外１路線用地測量業務
町道所有権移転等委託料　　予算額　５６７千円　　決算額　５６７千円

土地の分筆や登記等は、土地の相続、贈与または売買等で分けるときに必要となります。

(　例　) １筆の土地を２筆以上に分ける。

分筆線 分筆線 分筆線
道路用地 道路用地 道路用地

道　　　　　　路

760760

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

760

１５-２ １６-２ １７-２

事

業

の

成

果

町道の分筆を行い、道路管理区域を明確にできました。

１５-１ １６-１ １７-１

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事

業

の

実

施

内

容

事業名 町道所有権移転等処理業務・里道管理業務 予

算

科

目

一般会計

部　課 経済建設部　建設総務課　庶務管理係 土木費

連絡先 ８８９－４４１２ 道路橋梁費

施策の大綱 道路・交通・情報網の確立 道路維持費

事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民など
町道内等の土地の分筆所有権移転等を行い、道路
の管理境界及び権限を明確にします。

－ 17 －
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平成１７年度は、下記のとおり事業（道路台帳整備）を行いました。

○町道２６４号線外６路線道路台帳整備事業
町道台帳整備委託料　　予算額　１，５３９千円　決算額　１，５２３千円

● 町道２０２号線 改良により終点側延びる 字神里地内　Ａ＝６６０㎡　Ｌ＝１６７ｍ（増分）
● 町道２１７号線 改良により終点側延びる 字神里地内　Ａ＝４３０㎡　Ｌ＝１０２ｍ（増分）
● 町道２６４号線 新規認定 字神里地内　Ａ＝２８１㎡　Ｌ＝　６６ｍ
● 町道２６５号線 新規認定 字神里地内　Ａ＝８３２㎡　Ｌ＝２０８ｍ
● 町道２６６号線 新規認定 字神里地内　Ａ＝８０４㎡　Ｌ＝２０８ｍ
● 町道２６７号線 新規認定 字神里地内　Ａ＝６４０㎡　Ｌ＝１９０ｍ
● 町道２６８号線 新規認定 字神里地内　Ａ＝１，１０８㎡　Ｌ＝２６８ｍ

合計　　　Ａ＝４，７３５㎡　　Ｌ＝１，２０５ｍ
（単位：㎡、ｍ）

道路台帳とは？

事
業
の
成
果

道路台帳を整備することにより、道路の維持管理等が容易となります。また、各事業の調査資料などの
作成に役立つとともに地方交付税に関連する資料として寄与しています。

91,369 90,164

合計 563,119 558,384

１．５以上
２．５未満

272 272 合計

199,506
２．５以上
４．５未満

27,908 26,909

H18.4.1 H17.4.1

道
　
　
　
路

路面幅員
６．５以上

254,946 255,551

道
　
　
　
路

路面幅員
４．５以上

63,335 63,129

その他 一般財源

1,539 1,523 1,523

106,905 103,055
１．５以上
２．５未満

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債

126 126

事

業

の

実

施

内

容

道路の面積 H18.4.1 H17.4.1 道路の延長

４．５以上
６．５未満

200,996

２．５以上
４．５未満

事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民・県・国など
町道の維持管理を適正に行うとともに、公的資料の
提供及び事業に関連する資料作成を効率的、効果
的に行います。

道路橋梁費

施策の大綱 道路・交通・情報網の確立 道路維持費

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事業名 道路台帳整備事業 予

算

科

目

一般会計

部　課 経済建設部　建設総務課　計画工事係 土木費

連絡先 ８８９－４４１２

　道路台帳の整備は、道路法第２８条に定められている業務です。
　道路台帳は、道路の公共物としての機能を確実に発揮させるため、法律上の関係が及
ぶ領域を明確にすることや、道路の管理者がその管理事務を円滑に行うため道路の区
域や管理上の基礎的な事項（道路の長さ（延長）、面積、場所等）を総括的に把握するこ
とを目的として作成されています。
  道路上では､道路の改築工事や占用や使用による工事など様々な工事が行われてい
ますが､毎年これらの工事による道路の構造上の変更について､道路台帳の修正業務を
行っています。
  また、地方交付税や地方道路譲与税の算定基礎となる道路延長と道路敷の面積を明
確にする調書として活用されています。
　道路台帳は、道路管理上も町の財政運営上も非常に重要な意味を持っています。
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○町道５７号線地域活性化事業道路整備設計委託料
予算額：１，２３９千円　　　決算額：１，２３９千円

○町道５７号線地域活性化道路整備工事
予算額：１０，０７１千円　　決算額：１０，０７０千円

工事着工前（本部地内）

事
業
の
成
果

旧集落及び新興住宅地を結ぶ道路沿線の道路の狭小などの改善を図り、景観の保全を行うことがで
きました。

工事完了後（本部地内）

事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民など
旧集落及び新興住宅地を結ぶ道路は、道幅が狭く
なったり、未舗装で不便をきたしている箇所があるた
め、景観の保全も含めた改善を図ります。

８８９－４４１２

地方債 その他 一般財源

11,310 11,309 7,500 3,809

事

業

の

実

施

内

容

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金

道路橋梁費

施策の大綱 道路・交通・情報網の確立 道路新設改良費

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事業名 地域ネットワーク道路整備事業（地域活性化事業） 予

算

科

目

一般会計

部　課 経済建設部　建設総務課　計画工事係 土木費

連絡先

－ 19 －
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○町道４９号線道路改良事業（事業計画　H11～H19　　総事業費：７億７，６００万円）　　
●工事区間：南風原中学校付近から那覇空港自動車道測道までの区間
●平成１７年度までの執行額：６億１，５００万円（総事業費の７９％）

平成１７年度

千円 千円 千円  ●幅員１６ｍ（一部歩道のみ）　延長約１８０ｍ　

千円 千円 千円  ●８５４．１８㎡の用地購入

千円 千円 千円  ●工作物の補償

千円 千円 千円

工事着手前 工事完了後

一般財源

94,015 88,406 70,720 17,680 6

事
業
の
成
果

町道４９号線については、今年度整備することにより、南風原中学校前の交差点より宮平ハイツ間の歩
道（片側）が整備され通学路の整備が図られました。

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

事務費 5,670 5,670 0
補償費 2,960 2,956 0
用地費 46,794 46,789 0

 平成１７年度は、既に整備済の箇所より宮平ハイツ間の区間（一部片側）約１８０ｍについ
て、整備を行いました。事

業

の

実

施

内

容

＜予算総額　９４，０１５千円　　決算額　８８，４０６千円　平成17年度事業費執行率９４．０％＞

予算額 決算額 繰越額
工事費 38,591 32,991 5,600

施策の大綱 道路・交通・情報網の確立 道路新設改良費

事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民など
黄金森公園へのアクセス道路の整備、並びに歩行
者の安全確保や地域活性化の促進・交通網の充実
を図ります。

一般会計

部　課 経済建設部　建設総務課　計画工事係 土木費

事業名 地方道路改修事業（改築：町道４９号線） 予

算

科

目

連絡先 ８８９－４４１２ 道路橋梁費

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

町道４９号線事業費の推移

25,000

125,000

94,000

100,000

55,000

45,800

130,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

平成１１年 平成１２年 平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年

年  度

金
額

（
千
円

）
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　平成１７年度は、前年度に引き続き用地取得及び補償業務を行っています。

○　町道１８号線道路改良事業（事業計画　H14～H22）　　
●工事区間：那覇空港自動車道測道付近から津嘉山保育園近くまでの区間
●平成１７年度までの執行額：１億２，３００万円（総事業費の２４％）

平成１７年度
＜予算額：２６，０２０千円　　決算額：１３，４６６千円　　平成17年度事業費執行率　５１．４％＞

千円 千円 千円 ● 物件調査委託　　２件
千円 千円 千円 ● １５２．０４㎡の用地購入
千円 千円 千円 ● 工作物にの補償
千円 千円 千円

その他 一般財源

26,020 13,387 10,709 2,677 1

用
地
取
得
箇
所
付
近

事

業

の

成

果

用地の取得及び補償を行い、平成２０年度よりの工事着手に向けて、事業促進が図られました。

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債

事務費 1,690 1,690 0

8,804 9,677
補償費 3,315 373 2,937

事

業

の

実

施

内

容

予算額 決算額 繰越額
委託費 2,525 2,520 0
用地費 18,490

事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民など
通学路の整備、住環境及び地域の利便性の向上を
図ります。

８８９－４４１２ 道路橋梁費

施策の大綱 道路・交通・情報網の確立 道路新設改良費

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事業名 地方道路改修事業（改築：町道１８号線） 予

算

科

目

一般会計

部　課 経済建設部　建設総務課　計画工事係 土木費

連絡先

町道１８号線事業費の推移

26,000

50,000

25,00022,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年

年度

金
額

（
千
円

）
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会計 01

款 08

項 02

目 02

○町道１５３号線橋梁実施設計委託業務
予算額：１，８３８千円　　　決算額：１，８３８千円

○町道１５３号線橋梁整備工事
予算額：１３，４６３千円　　決算額　　　　　　０円

※ 平成１８年度への繰越額：１３，４６３千円

　

1,838 1,700

予算の
執行状況

予算額
その他 一般財源

13815,301

事

業

の

実

施

内

容 町道１５３号線（赤橋付近）

事

業

の

成

果

今年度は橋梁の実施設計委託を行いました。事業全体の執行率は１２％となっています。平成１８年
度に工事費を繰越し、年度内の工事完了を目指し取り組んでいます。

決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債

事

業

の

目

的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民など

大型店舗の出店等により人や車両の往来が頻繁と
なり危険な状況である。そこで、現在の道路幅員２ｍ
を４ｍに拡幅し、地域住民の安全と利便性を図りま
す。

８８９－４４１２ 道路橋梁費

施策の大綱 道路・交通・情報網の確立 道路新設改良費

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事業名 町道１５３号線の整備 予

算

科

目

一般会計

部　課 経済建設部　建設総務課　維持管理係 土木費

連絡先
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会計 01

款 08

項 04

目 01

◆宮平地区調整区域地区計画策定業務委託料　予算額　５，６１０千円　→ 平成１８年度へ繰越

○第２回まちづくり協議会（Ｈ１７・７・２１）
・都市計画について
・宮平地区の問題点、課題について

○第３回まちづくり協議会（Ｈ１７・８・２８）
・現場視察（宮平ハイツ→首里石嶺農住組合→計画区域内）

○第４回まちづくり協議会（Ｈ１７・１０・２６）
・前回の検討結果
・宮平地区の将来像について
・宮平地区の土地利用について

○第５回まちづくり協議会（Ｈ１８・２・２）
・これまでの検討結果について
・国場川河川整備計画について
・河川整備計画を踏まえた整備方針について

○第２回まちづくり説明会（Ｈ１８・２・２８）
・宮平地区をとりまく状況について
・宮平地区まちづくり協議会の活動報告について
・市街化編入に向けた流れ、留意点について
・宮平地区のまちづくりの方向性について

00

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

5,610

事

業

の

実

施

内

容

・県の国場川河川拡張工事に伴い、計画区域の一部が大幅に削減されることとなり、計画の見直し
が必要となったため、平成１８年度に事業を繰越すこととなりました。

事

業

の

成

果

平成１７年度も含め、これまでに協議会を４回、全体説明会を１回開催しました。計画区域内の住民と
の調整を密に行い、地域の特性を生かしたまちづくりを進めてまいります。

施策の大綱 道路・交通・情報網の確立 都市計画費

事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

宮平地区
　地区の特性に応じた土地利用を図れるように地区
計画等を整備します。

事業名 宮平地区調整区域地区計画策定業務 予

算

科

目

一般会計

部　課 経済建設部  都市計画課  計画係 土木費

連絡先 ８８９－１６３２ 都市計画費

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円
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会計 01

款 02

項 01

目 11

○生活バス路線確保対策補助金　（予算額：１７５千円　　決算額：１７５千円）

１．市町村負担額の内訳（２，００１千円）

那覇市
南風原町
南城市
八重瀬町

２．市町村負担対象系統及びその赤字額

①系統５１番　百名線（船越経由） 赤字額 ： ２，６９８，６２１円

・赤字額の内、国・県・市町村補助額内訳
（赤字額）　　　　（国補助額）　　（県補助額）　　（差引額）

系統５１番　　２，６９８，６２１円－３４８，５００円－３４８，５００円＝２，００１，６２１円　

※平成１７年度市町村負担額　２，００１千円（千円未満切り捨て）

３．平成１７年度利用状況（１日乗降人員調査／上り下り）－那覇百名線５１番系統

那覇市
南風原町
南城市
八重瀬町

事業名

単位：千円

部　課

諸費

連絡先

　那覇百名線（５１番）、那覇志喜屋線（５３番）、前川線（５４番）の３路線は廃止路線の候補
となっていましたが、国・県補助や市町村補助金を支出し、運行を継続させています。
　平成１７年度は、志喜屋線（５３番）はバス会社の経営努力による黒字で補助申請はありま
せんでした。前川線（５４番）は南城市などが補助金を支出、百名線（５１番）は本町も補助金
を助成して、引き続き３路線は存続しています。

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書

生活路線バス確保対策事業 予

算

科

目

一般会計

総務部　総務課　庶務係　 総務費

８８９－４４１５

町民など
町民の交通手段を確保するため、バス運行対策費
補助金等を交付し、路線バス運行の維持・継続を図
ります。

事
業
の
目
的

総務管理費

施策の大綱 道路・交通・情報網の確立

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

事

業

の

実

施

内

容

事

業

の

成

果

　バス路線の維持・継続を諮るため、バス事業者にバス運行対策費補助を行うことにより、町民の交通
手段の確保に結びつきましたた。特に、交通弱者（学生や高齢者など）のバス利用者に対する対策が
図られました。

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

175 175 175

１６７人
６５人
５８人
９人

２８２千円
１７５千円

１，３７０千円
１７４千円
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会計 05

款 02

項 01

目 01

　　○施行地区の面積 ７１．４ｈａ
　　○施行期間 平成５年度～平成２５年度
　　○総事業費 ２６，４９９，０００千円
　　○仮換地指定 平成１１年５月２０日（１００％）

（平成１７年度分）補助事業＋単独事業（工事１件）
工事請負費 （２１件）
調査設計費 （２７件）
建物等移転補償費 （１３６件）
事務費
合　　計

（平成１７年度財源別実績内訳） （単位：千円）

（平成１７年度末整備状況） ※事業費には、単独事業分を含み、磁気探査及び繰越分は除く

建物（戸）
墳墓（基）

区画道路(ｍ）
特殊道路(ｍ）

次ページへ続く

全体計画 H17整備実績
H17年度末
整備実績

整備率(%)

事

業

の

実

施

内

容
16,645.2

2,018,167
2.3
31
1
97.3
200.0
0.0
297.3

道路築造

都市計画道路(m)

小    計

26,499,000
71.4
335
3

4,314.5
11,792.7
538.0

事業費（千円）
整備面積（ｈａ）

補償物件

項　　目

11.1%
0.0%
9.4%

1306.3
0.0
1,561.4

172
3
255.1

37.0%
24.2%
51.3%
100.0%
5.9%

9,812,935
17.3

100.0%
100.0%
84.5%

36,665
895,655
2,018,167

0
0

371,546

執行率(%)
100.0%
0.0%
100.0%

執行額
349,665

0
509,325

繰越額
0
0
0

小　　計
合　　計

予算額
349,665

0
509,325
36,665
895,655
2,389,713

77.2%
100.0%
100.0%
75.1%

執行額

792
1,494,058

618,421
21,740
455,653
20,840
5,066
792

1,122,512

745,000 126,579

666,200
27,000

50,000

6,160

162,701,345円 
69,181,850円 

1,750,887,000円 
35,397,000円 

2,018,167,195円 

単独事業
小　　計

本年度分
国庫補助事業（通常費）

国庫補助事業（交付金）

公共施設管理者負担金

地方特定（起債事業）
磁気探査

予算額

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書

土地区画整理事業（津嘉山北地区) 予

算

科

目

土地区画整理事業特別会計

経済建設部　区画整理課　庶務係 土地区画整理事業費

８８８－０２６６

事業名

部　課

連絡先

事
業
の
目
的

津嘉山北土地区画整理事業費

施策の大綱 市街地・集落環境の整備 事業費

0
0

繰越明許費(H16繰越)
国庫補助事業（通常費）

国庫補助事業（交付金）

公共施設管理者負担金

5,066

371,546

地方特定（起債事業）

単位：千円

※うち単費797,695円

28,260
210,547

繰越額 執行率(%)
83.0%
43.5%
68.4%

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

津嘉山北地区
（面積７１．４ｈａの那覇市に隣接する地域）
区域内地権者及び地域住民・町民など

都市計画道路や公園をはじめとする公共施設の整
備改善と宅地の一体的造成を先行的に行うことによ
り、今後の住宅地需要に対応した計画的な住宅市
街地の形成を図ります。
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●津嘉山サンエー裏付近 ●津嘉山４５２番地付近

●南風原高校付近 ●津嘉山１２８８番地付近

事

業

の

成

果

　土地区画整理事業の基本的な整備計画として、幹線都市計画道路（国道５０７号津嘉山バイパス）
を最優先とすると共に、その他の都市計画道路（現道国道５０７号、津嘉山西線、本部公園線等）に
係る建物移転補償や造成工事等を重点的に実施してきました。その結果、平成１７年度末現在、宅
盤造成整備率２４．２％、建物補償整備率５１．３％となり、土地区画整理事業費に係る全体的な整備
率は、３７．０％となりました。しかしながら、地区内では関係地権者の土地利用等も年々増える傾向
にあることから、今後とも早期に宅盤造成や道路築造が完了できるよう努力します。

155,600

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金

2,389,713

実

施

の

内

容

964,978 4,1122,018,167 888,669 4,808

★津嘉山北土地区画整理造成工事及び道路築造工事写真（施工後現場状況）

土地区画整理法７６条第１項許可申請（年度別推移）

（※区域内で建築申請する場合に必要な許可申請）

地方債 その他 一般財源

事業費の推移（単独事業分を含み、
磁気探査及び繰越分は,除く）

H13年度

H14年度

H15年度
H16年度

H17年度

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500
百
万
円

件数

7

17

11

16

12

4

55

2
0

5

10

15

20

H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17
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会計 01

款 08

項 02

目 03

　平成１７年度は、喜屋武、本部、津嘉山の３地区の整備を行いました。

　○本部地区（工事区間：本部１番地～５６番地までの１５０ｍ）
測量及び試験委託料　予算額：    ４２０千円　  決算額：    ４２０千円　
工事費　　　　　　　 　 　予算額：４，５９０千円　　決算額：４，５９０千円

本部地区の工事着工前

本部地区の工事完了後

　○喜屋武地区（工事区間：喜屋武１３番地～２８番地までの１５０ｍ）
測量及び試験委託料　予算額：　  ４２０千円　　決算額： 　 ４２０千円　
工事費　　　　　　　  　　予算額：４，５９０千円　　決算額：４，５９０千円

喜屋武地区の工事着工前

喜屋武地区の工事完了後

次ページへ続く

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事業名 地方改善施設整備事業(不良環境地区改善施設) 予

算

科

目

一般会計

部　課 経済建設部　建設総務課　計画工事係 土木費

連絡先 ８８９－４４１２ 道路橋梁費

施策の大綱 市街地・集落環境の整備 生活環境整備費

事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民など
集落地内の排水路などを整備し、豪雨時の氾らん、
汚水による悪臭や蚊の発生などを防止。快適で衛
生的な集落に整備します。

事

業

の

実

施

内

容
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　○津嘉山地区（工事区間：津嘉山３６５番地～４１５番地までの１５０ｍ）
測量及び試験委託料　予算額：　　４２０千円　　決算額：　　４２０千円　
工事費　　　　　　 　 　　予算額：４，５９０千円　　決算額：４，５９０千円

津嘉山地区の工事着工前

津嘉山地区の工事完了後

事

業

の

実

施

内

容

事

業

の

成

果

集落内の排水路を整備し、豪雨時の氾らん防止、並びに快適で衛生的な集落環境の整備が図れま
した。

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

15,030 1,93015,030 7,500 5,600

地方改善施設整備事業費推移

0 5,000 10,000 15,000 20,000

照屋

大名

宮平

津嘉山

宮城

新川

与那覇

本部

東新川

喜屋武

地
区
名

金　額　　(単位：千円)

H10 H11

H12 H13

H14 H15

H16 H17
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会計 03

款 01

項 01

目 01

公共下水道補助事業
予算額 ３００，０００千円 決算額 ３００，０００千円

１，雨水・汚水管布設工事
予算額 ２５１，８７４千円 決算額 ２５１，８７４千円
管総延長 ２，４１４ｍ 整備総面積 ９．５３ha

工事箇所（６箇所）
津嘉山汚水管布設工事（２箇所）

管延長 ３１９ｍ 整備面積 ２．０３ha 工事費 ４８，６１５千円
管延長 ４２５ｍ 整備面積 １．４６ha 工事費 １９，００５千円

与那覇汚水管布設工事（２箇所）
管延長 ６３５ｍ 整備面積 ０．８６ha 工事費 ７５，０７５千円
管延長 ３３１ｍ 整備面積 １．６１ha 工事費 ２８，３０８千円

新川汚水管布設工事
管延長 ４６２ｍ 整備面積 ２．４０ha 工事費 ３８，２２０千円

宮平汚水管布設工事
管延長 ２４２ｍ 整備面積 １．１７ha 工事費 ４２，６５１千円

２，下水道調査設計委託
予算額 ３４，７５５千円 決算額 ３４，７５５千円

委託箇所（３箇所）
与那覇地内汚水管調査設計委託

委託費 １３，８６０千円
兼城第５雨水幹線調査設計委託

委託費 ６，３００千円
津嘉山地内汚水管調査設計委託

委託費 １４，５９５千円

３，補償費
上水道配水管移設工事（１箇所）

予算額 ３７８千円 決算額 ３７８千円
宮平地内汚水管布設工事で配水管移設工事が生じた。

４，事務費
予算額 １２，９９３千円 決算額 １２，９９３千円

内訳
人件費 ９，０００千円 賃金 １，４０１千円 需用費 １．１７３千円
役務費 ５０千円 使用料 １，０６６千円 備品費 ３０３千円

次ページへ続く

単位：千円

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民、事業所など
下水道を整備することにより、健康で快適な生活環
境の確保、及び公共用水域の水質保全を図りま
す。

事
業
の
目
的

事

業

の

実

施

内

容

都市計画費

施策の大綱 上・下水道の整備 下水道事業費

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書

公共下水道補助事業 予

算

科

目

下水道事業特別会計

経済建設部　都市計画課　下水道係 土木費

８８９－１６３２

事業名

部　課

連絡先
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300,000 12,000300,000 180,000

事

業

の

成

果

平成１７年度は、管延長２，４１４ｍ、整備面積９．５３haを整備しました。１７年度末では総整備面積２２
８．５９ha、管総整備延長５１，３０３となっており、整備率３４．５％、人口普及率４９．４％で南風原町の
約半数の人が下水道を利用出来るようになりました。

108,000

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 その他

事

業

の

実

施

内

容

平 成 １ ７ 年 度 公 共 下 水 道 工 事 完 了 場 所 （ 津 嘉 山 ）

平成１７年度公共下水道工事完了場所（与那覇・新川・宮平）

地方債 一般財源

与那覇地内

新川地内

宮平地内

公文書館

ジャスコ

津嘉山地内

津嘉山小学校
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◆公共下水道維持管理費
予算額 ５，６４４千円 決算額 ４，６８４千円

１，下水道維持管理補修工事
予算額 ２，０９４千円 決算額 １，８３８千円

・工事箇所（３箇所）

宮平地内雨水排水路補修工事

兼城地内下水道維持管理補修工事

南風原町内下水道維持管理補修工事 １，２６０千円

２，修正設計委託
予算額 １，８５０千円 決算額 １，３１３千円

・委託箇所（３箇所で設計の修正がありました。）

津嘉山汚水管布設工事修正設計委託

与那覇・宮平汚水管布設工事修正設計委託

兼城・新川・津嘉山汚水管維持修繕修正設計委託

３，水質水量調査委託
予算額 １，２００千円 決算額 １，０５０千円

４，下水道管内調査清掃委託
予算額 決算額

・下水道管内の調査をし、清掃をしました。

一般財源

5,644 4,684 4,684

事

業

の

成

果

管渠の機能回復を図り、快適な生活環境が確保されました。

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

事

業

の

実

施

内

容

２２１千円

３５７千円

２１０千円

３６８千円

７３５千円

・事業場等から排出される汚水の水質を調査し、基準を超える事業場等を指導
しました。また、流域との接続地点で水質、汚水量の調査をしました。

５００千円 ４８３千円

事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

公共下水道
下水道を維持管理することにより、健康で快適な生
活環境の確保、及び公共用水域の水質保全を図り
ます。

８８９－１６３２ 都市計画費

施策の大綱 上・下水道の整備 下水道事業費

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事業名 公共下水道維持管理事業 予

算

科

目

下水道事業特別会計

部　課 経済建設部　都市計画課　下水道係 土木費

連絡先
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目 01

南部水道企業団に下水道使用料の徴収事務を委託しました。

平成１７年度徴収事務委託料
予算額 ９，０２２千円
決算額 ８，９８７千円

年度別徴収事務委託料
単位：千円

平成１７年度下水道使用料（現年度分）

調定額 円
収納額 円
未納額 円
収納率

年度別徴収率
単位：%

一般財源

9,022 8,987 8,987

事

業

の

成

果

　平成１３年４月より、下水道使用料の徴収を南部水道に委託してから収納率が向上し、徴収事務が
軽減されています。

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

16年度 17年度
徴収率 97.9 97.9 99.7 99.7 99.8 99.7 99.5

12年度 13年度 14年度 15年度

15年度 16年度 17年度
金額 7,860 8,437 8,943 8,809 8,987

事

業

の

実

施

内

容

年度 13年度 14年度

109,826,239
109,322,306
503,959
99.54%

年度 11年度

事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

下水道使用料 収納率の向上と徴収事務の軽減を図ります。

８８９－１６３２ 都市計画費

施策の大綱 上・下水道の整備 下水道事業費

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事業名 下水道使用料徴収事務委託 予

算

科

目

下水道事業特別会計

部　課 経済建設部　都市計画課　下水道係 土木費

連絡先
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◆１７年度維持管理負担金
予算額 64,481千円
決算額 62,953千円

◆年度別維持管理負担金
単位：千円

※流域下水道維持管理負担金は、接続世帯が増え、汚水量が増加している
ことにより、年々負担額が延びています。

一般財源

64,481 62,953 62,953

事

業

の

成

果

広域（４市町）で汚水処理等の維持管理費を負担することで経費の節減と汚水の高度処理を行って
います。

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

49,964 52,782 56,903 62,953

　流域下水道は４市町（那覇市・浦添市・豊見城市・南風原町）で一つの処理場を持ち、県
が管理運営しています。この処理場で汚水をきれいな水に変えていますが、その費用や運
営費を汚水量の割合によって負担しています。
　排除汚水１立米当たり４３円（消費税抜き）で算出した額をそれぞれ４市町で支出し、修
繕、維持その他の管理に要する費用に充てています。

事

業

の

実

施

内

容

年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度
金額 45,469

事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

流域下水道
流域下水道の適正な維持管理で経営健全化を図り
ます。

８８９－１６３２ 都市計画費

施策の大綱 上・下水道の整備 下水道事業費

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事業名 流域下水道維持管理負担金 予

算

科

目

下水道事業特別会計

部　課 経済建設部　都市計画課　下水道係 土木費

連絡先

維持管理負担金推移

45,469
49,964 52,782

56,903
62,953

10,000

30,000

50,000

70,000

H13 H14 H15 H16 H17

年度

千円
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◆負担割合
那覇市　　　 浦添市 豊見城市 南風原町

◆１７年度建設負担金額
予算額 ２５，８８４千円
決算額 ２５，８８４千円

◆年度別建設負担金
単位：千円

一般財源

25,884 25,884 25,800 84

事

業

の

成

果

広域（４市町）で処理場等の建設費を負担することで経費の節減と汚水の高度処理を行っています。

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

16年度 17年度
金額 26,350 26,817 33,241 32,708 25,884

　流域下水道の処理場を維持管理する為の費用や町内から処理場までの下水道管を建設
するための費用を、構成する４市町の汚水量の割合で負担しあっています。

事

業

の

実

施

内

容

68.20% 13.16% 11.17% 7.47%

年度 13年度 14年度 15年度

事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

流域下水道 流域下水道の整備を効率的に行います。

８８９－１６３２ 都市計画費

施策の大綱 上・下水道の整備 下水道事業費

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事業名 流域下水道建設事業負担金 予

算

科

目

下水道事業特別会計

部　課 経済建設部　都市計画課　下水道係 土木費

連絡先

流域下水道建設負担金推移

26,350 26,817

33,241 32,708

25,884

10,000

20,000

30,000

40,000

H13 H14 H15 H16 H17

年度

千円
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◆ 水洗便所改造等資金貸付制度
貸付金限度額　　　一般家庭　３００千円　　　共同住宅　８００千円　　　　　　
償還方法　　　４０回以内で毎月均等払い

平成１７年度は、４件の貸付を行いました。

予算額 １，８００千円 決算額 １，３４０千円

貸付状況
単位:円

一般財源

1,800 1,340 1,340

事

業

の

成

果

４件の接続により、１５世帯の汚水を下水道へ排除することができました。

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

1,378,000 1,133,000 1,340,000 31,351,000金額 30,885,400 420,000 385,000
6 3 4 118件数 101 2 2

下水道の水洗化を推進するために、接続工事費用を無利子で貸付する制度を実施しています。
事

業

の

実

施

内

容

年度 12年度以前 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 総計

事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

下水道供用開始区域で家屋を所有する者
水洗化率の向上を図り、快適で衛生的な生活を推
進します。

８８９－１６３２ 都市計画費

施策の大綱 上・下水道の整備 下水道事業費

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事業名 水洗化普及促進 予

算

科

目

下水道事業特別会計

部　課 経済建設部　都市計画課　下水道係 土木費

連絡先

貸付金額と件数の推移

385420

1,378

1,133

1,340

2 2

6

3

4

0

400

800

1,200

1,600

H13 H14 H15 H16 H17
年度

千円

0

1

2

3

4

5

6

7
件

貸付額

貸付件数
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○下水道事業特別会計繰出金

予算額 １４５，６５７千円 決算額 １４５，６５７千円

○年度別繰出金
単位：千円

一般財源

145,657 145,657 145,657

事

業

の

成

果

下水道事業の経営の安定を図ることができました。

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

170,215 162,400 151,016 145,657

　下水道事業特別会計は、下水道を利用している方が納める下水道使用料で運営すること
となっています。しかし、整備の途中であり、利用人口がまだ４割程度です。その方々だけで
負担をすると高額な使用料になってしまいます。そこで、適正な使用料にするために一般会
計から下水道事業特別会計へ繰出金として支出しています。

事

業

の

実

施

内

容

年度 H13 H14 H15 H16 H17
金額 133,651

事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民など 下水道特別会計の経営の安定を図ります。

８８９－１６３２ 都市計画費

施策の大綱 上・下水道の整備 都市計画費

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事業名 公共下水道特別会計繰出金 予

算

科

目

一般会計

部　課 経済建設部　都市計画課　庶務係 土木費

連絡先

下水道特会への繰出金推移

170,215

151,016 145,657

162,400

133,651

50,000

80,000

110,000

140,000

170,000

200,000

H13 H14 H15 H16 H17 年度

千円
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農業集落排水事業（神里地区）
予算額 １３，１６２千円 決算額

１，処理場維持管理委託料
予算額 ４，０３２千円 決算額

汚水処理施設とマンホールポンプ（２機）の運転管理委託費です。

２，下水道等使用料徴収事務委託料
予算額 決算額

南部水道へ１件当たり２５０円で徴収事務委託しました。

３，汚泥処理委託料
予算額 決算額

脱水した汚泥３８㌧を運搬処理委託しました。

４，水質調査委託料
予算額 決算額

神里地区の６箇所を水質調査委託しました。

５，貸付金
予算額 決算額

平成１７年度は、１件の貸付である。

６，償還金、元金利子等
予算額 ３，９８４千円 決算額

起債借り入れの元利償還費です。

７，需用費
予算額 ２，８６８千円 決算額

汚水処理施設の電気代と修繕費等である。

８，路面修復材料費
予算額 決算額

マンホール周辺の路面を修復しました。

９，その他
予算額 決算額

汚水処理施設の電気保安手数料と上部団体への負担金等です。

12,48912,489

予算の
執行状況

予算額
県支出金 地方債 その他 一般財源

13,162

３１８千円

事

業

の

成

果

汚水処理施設等が適切に管理され、正常に運転しています。

事

業

の

実

施

内

容

４６３千円

４８３千円

決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金

２００千円

３，８３０千円

２，８１４千円

１９８千円

３１４千円

５００千円

３１４千円

２００千円

事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

集落排水処理施設
集落排水処理施設の機能低下を防止し、適切に維
持管理することにより、健康で快適な生活環境の確
保、及び公共用水域の水質保全を図ります。

８８９－１６３２ 農業集落排水事業費

施策の大綱 上・下水道の整備 事業費

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事業名 農業集落排水事業（神里地区） 予

算

科

目

農業集落排水事業特別会計

部　課 経済建設部　都市計画課　下水道係 農業集落排水事業費

連絡先

２９１千円

１２，４８９千円

４，０３２千円

４１１千円

３９９千円
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会計 07

款 01

項 01

目 01

◆農業集落排水補助事業（宮城地区）
予算額 決算額

１，汚水管布設工事
予算額 決算額

工事箇所（７箇所）
宮城地区集落排水工事（17-1） 管延長 ７８３ｍ 工事費
宮城地区集落排水工事（17-2） 管延長 ７０９ｍ 工事費
宮城地区集落排水工事（17-3） 管延長 ８３７ｍ 工事費
宮城地区集落排水工事（17-4） 管延長 ７３４ｍ 工事費
宮城地区集落排水工事（17-5） 管延長 １７６ｍ 工事費
宮城地区集落排水工事（17-6） 管延長 ３３７ｍ 工事費
宮城地区集落排水工事（17-7） 管延長 ２５２ｍ 工事費

２，補償費
上水道配水管移設工事（１箇所）

予算額 決算額
宮城地区集落排水工事（17-3）で配水管移設工事が生じた。

３，事務費
予算額 決算額

内訳
人件費 ２，６００千円 賃金 １，４１３千円 需用費 ６，３５０千円
役務費 委託料 使用料
備品費

◆修正設計委託（補助対象外）３箇所
予算額 決算額

宮城地区集落排水工事（17-2）
委託料 ４９４千円

宮城地区集落排水工事（17-3）
委託料 ４８３千円
委託料 ２６２千円

次ページへ続く

２８３千円

１，２９０千円 １，２３９千円

１１，６０４千円 １１，６０４千円

１００千円 １３９千円 ７１９千円

１７，８５０千円
４４，９４０千円

８６５千円 ８６５千円

事

業

の

実

施

内

容

２６２，６００千円 ２６２，６００千円

２５０，１３１千円 ２５０，１３１千円

３６，４７７千円
４４，３９４千円
３７，８８４千円
３７，４０１千円
３１，１８５千円

施策の大綱 上・下水道の整備 事業費

事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

農業集落地域の町民等
農業集落地域の健康で快適な生活環境の確保及
び公共用水域の水質保全を図ります。

事業名 農業集落排水事業（宮城地区） 予

算

科

目

農業集落排水事業特別会計

部　課 経済建設部　都市計画課　下水道係 農業集落排水事業費

連絡先 ８８９－１６３２ 農業集落排水事業費

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円
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その他 一般財源

263,890 263,839 229,450 26,500 7,889

事

業

の

実

施

内

容

事

業

の

成

果

平成１９年４月供用開始を目指し、平成１７年度は、管渠３，８２８ｍを整備しました。平成１７年度末の
進捗状況は、約８５％となっています。

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債

平成１７年度農業集落排水工事（宮城地区）工事完了場所

ジャスコ
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会計 01

款 06

項 01

目 05

　平成１７年度は、下記の繰出金を拠出しました。

○農業集落排水事業特別会計繰出金　　　　

予算額　　　２２，３０１千円　　　　　　決算額　　　　２２，３０１千円

※農業集落排水事業は、都市計画課にて担当しています。

その他 一般財源

22,301 22,301 22,301

事

業

の

実

施

内

容

事

業

の

成

果

農業集落排水事業特別会計への繰出金拠出を行い、農業集落排水事業の促進し農業振興地域の
振興を図れました。

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債

事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民など
農業集落排水事業特別会計への繰出金拠出を行
い、農業集落排水事業を促進し農業振興地域の振
興を図ります。

８８９－４４１２ 農業費

施策の大綱 上・下水道の整備 農地費

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事業名 集落排水事業特別会計繰出金 予

算

科

目

一般会計

部　課 経済建設部　建設総務課　庶務係 農林水産業費

連絡先

農業集落排水事業特別会計繰出金の推移

16,353

22,301
23,33921,375

20,951

10,000

15,000

20,000

25,000

Ｈ13年度 Ｈ14年度 Ｈ15年度 Ｈ16年度 Ｈ17年度

金
額

（
千
円

）
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会計 01

款 02

項 01

目 11

１．水資源開発の必要性

２．水源地域対策の必要性

３．水源基金の必要性

４．財団法人沖縄水源基金負担金　３，１４４千円

・本町の負担金は、下記のとおりです。
・水源林造成対策事業費
・一般振興対策事業費
・特別振興対策事業費
・水源地域振興事業費
・水源地域活性化等事業費
・水源地域振興事業追加助成費
・事　務　局　経　費

　水は、私たちの生活及び社会活動の基盤をなす重要な資源であり、一日も欠くことができ
ません。県では、安定した水の供給を図るため、沖縄振興開発計画に基づき多目的ダムの
建設を始め、河川水、地下水の開発、海水淡水化等多角的に施策が進められています。し
かしながら、水の需要量に見合うだけの安定取水可能量は確保されていないため、小雨傾
向が続くと渇水となり、日常生活に大きな影響を与えます。つまり、水資源の開発は今後とも
重要であり、県政の重要な課題として位置づけられています。

　沖縄振興開発計画に基づく多目的ダムなど主な水源地は本島北部に偏在しています。
多目的ダムや取水せきの建設により得られる水の多くは、中南部地域の都市用水として利
用していることから、水源地域の市町村においては地元に対する恩恵が少なく、農山村で
あるうえ、資源の流失により、人口の過疎化、高齢化等を招き、将来の発展を阻害するとの
犠牲感を抱いています。多目的ダムや取水せき建設の円滑な推進を図るためには、各種の
地域対策を講じて理解と協力を得ることが不可欠です。

　水源地域対策として、特別措置法に基づく助成措置があるが、本県のダムは、この法律の
指定用件を満たしていないため、この法律の趣旨に沿った県独自の地域対策を講じる必要
があります。水源地域特別措置法の精神に準じ、水源地域から要求のある地域振興に係る
事業に対し、国庫補助で対応できる事業については、現行制度を優先的に適用し、対象外
の事業は、基金の助成によって現行制度を補完しようと、県と受益市町村が資金を出し合っ
て（財）沖縄県水源基金を設立し、水源地域の生活環境の整備等、地域対策を充実させる
取り組みをしています。

　関係市町村毎の負担割合については、平成１５年度の給水量に応じた割合となっていま
す。なお、本町の給水量は４，０２４，２３２㎥で全体の２．６３％です。

単位：千円

3,144

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民など

水源地域の振興対策を講ずる市町村に対し、助成
等を行うことにより、治水及び水資源の安定的確保
を図り、水源地域の振興とその関係地域の一体的な
発展に資する。

3,144

県支出金 地方債 その他 一般財源

3,144

事
業
の
成
果

町民の日常生活に大きな影響を与える水資源の安定供給が図られました。

事

業

の

実

施

内

容

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金

事
業
の
目
的

総務管理費

施策の大綱 上・下水道の整備 諸費

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書

水源確保対策事業 予

算

科

目

一般会計

総務部　総務課　庶務係　 総務費

８８９－４４１５

事業名

部　課

連絡先

２７９千円

７５千円

２，２８０千円

５１０千円

- 41 -



会計 01

款 02

項 01

目 11

町民憲章推進協議会補助金　　　　　　４２０千円

○　１２月に「ちゅら島一斉清掃」を実施。
・地域住民、中学生ジュニアリーダーなどが参加して、地域の清掃、ごみ拾いを行いました。

○　町内自治会、学校等への花いっぱい運動
・町内の自治会や小中学校、幼稚園などに花の種や苗を配布しています。

○　町女性会美化コンクール
・花の提供など、美化コンクールへ協力しています。

ちゅうらしま一斉清掃 花いっぱい運動

美化コンクール審査の様子

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書

自然保護・愛護運動 予

算

科

目

一般会計

総務部　総務課　庶務係 総務費

８８９－４４１５

事業名

部　課

連絡先

事
業
の
目
的

総務管理費

施策の大綱 公園・緑地の整備 諸費

420

事

業

の

成

果

   町民憲章推進協議会より、各自治会 へ花の苗やごみ袋の提供を行ったり、町女性会美化コンクー
ルへの花の提供を行いました。また、１２月の第２日曜日の「ちゅら島一斉清掃」に合わせて各自治会
へ一斉清掃の呼びかけを行い、町主催で実施した清掃には２１２名の参加者があり、地域の美化運動
に取り組みました。

事

業

の

実

施

内

容

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

単位：千円

420

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

自治会及び町民
健康で明るい町づくりを目指し、緑と安らぎのある町
にしていくことを目的にしています。

420
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会計 01

款 06

項 02

目 01

　

１回目：普通下刈委託料　　　　　
２回目：施肥下刈委託料　

委託料合計

消耗品費

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事業名 造林事業 予

算

科

目

一般会計

部　課 経済建設部　経済振興課　農政係 農林水産業費

連絡先 ８８９－７３８０ 林業費

施策の大綱 公園・緑地の整備 林業振興費

事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民など
自然環境の保全・地球温暖化対策・地すべり防止等
の機能を果たすため。

　平成８年度～平成１８年度造林事業として、新川・宮城・喜屋武・神里の１．６７haに植栽さ
れたソウシジュ・アカギ・モモタマナ等の保育のため年２回の施肥下刈を行う。

事

業

の

実

施

内

容

事

業

の

成

果

　都市化の進行により緑が減少する中、植栽された木々によって潤いと安らぎのある豊かな緑地空間
を形成している。

４６２千円
７７０千円

１５５千円

１，２３２千円

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

1,404 1461,387 1,241
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会計 01

款 08

項 04

目 02

　

　

用地費 58.9%

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事業名 黄金森公園整備事業 予

算

科

目

一般会計

部　課 経済建設部　都市計画課　公園係 土木費

連絡先 ８８９－１６３２ 都市計画費

施策の大綱公園・緑地の整備 公園費

事

業

の

目

的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民など

　町のシンボルである黄金森に、休憩、鑑賞遊技・運動
など多方面で町民が利用できる施設の整備を目的に、
陸上競技場、野球場、屋内運動場、文化センターを自然
景観を保全しつつ配置する。また、先の大戦の遺産であ
る壕を整備する。園路により各施設間を結び平和学習や
住民の生活向上の場となる総合公園として、平成22年度
の完成予定で整備する。公園面積20.5ha、総事業費は
約11,502,000千円

76,116 128

事

業

の

実

施

内

容

事

業

の

成

果

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

318,655 152,488 76,244

　平成１７年度は、フィットネス広場整備の為の外周壁と広場の造成を行いました。

　○平成１６年度繰越分
・測量及び試験委託料　  予算額　：　８，６００千円　　決算額　：　８，６００千円　

その他 一般財源国庫支出金 県支出金 地方債

事業の進捗状況
施設費

・公有財産購入費　　　    予算額　：８７，０５５千円　　決算額　：８７，０５５千円
５筆　：　３，４３６㎡　：　地権者３人

　○平成１７年度現年度分

・測量及び試験委託料　予算額　：１２，６００千円　　決算額　：１２，６００千円　
・公有財産購入費　　　　予算額　：４１，１００千円　　決算額　：　８，９３３千円

１筆　：　１，１５９㎡　：　地権者１人

71.7%

平成１８年度へ繰越　：　３２，１６６千円
　　　　【繰越理由】用地交渉の難航により
・物件補償費　　　　    　予算額　：６５，０００千円　　決算額　：　　　　　０千円

・工事請負費　　　　　予算額　：９４，０００千円　　決算額　：２５，０００千円　
　　　　　　　　　　　平成１８年度へ繰越　：　６９，０００千円
　　　　【繰越理由】黄金森公園内の壕の整備に伴う文化財指定を視野に入れた関連課
　　　　　　　　　　協議に時間を要したため。

よう壁工事 造成工事

平成１８年度へ繰越　：　６５，０００千円
　　　　【繰越理由】移転補償の積算及び登記簿上の名義の変更に時間を要している為
・事務費　　　　　      　　予算額　：１０，３００千円　　決算額　：１０，３００千円

　黄金森公園内の池前広場の南側斜面に、平成１７年度の豪雨により地滑りの兆候が確認
され、横ボーリング工施工しました。それにより、地下水を速やかに排除し、地滑りの危険を
回避できました。
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会計 01

款 08

項 04

目 02

　

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事業名 花・水・緑の大回廊公園整備事業 予

算

科

目

一般会計

部　課 経済建設部　都市計画課　公園係 土木費

連絡先 ８８９－１６３２ 都市計画費

施策の大綱公園・緑地の整備 公園費

事

業

の

目

的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民など

　那覇空港自動車道の桁下を（株）西日本高速道路より
占用を受け、町民の憩いの場、集落間を結ぶ場、黄金森
公園までの緑道として整備する。遊歩道・サイクリング
ロード・テニスコート等を設置し、町民の健康増進に寄与
することができる。平成20年度完成予定。
　公園面積5.5ha、総事業費は約1,510,000千円

　平成１７年度は、道路占用協議調整遅れにより工事費全額繰越
事

業

の

実

施

内

容

　○平成１７年度現年度分
・工事請負費　　　　予算額　：１８，７００千円　　決算額　：　　　　　０千円　

平成１８年度へ繰越　：　１８，７００千円

　　　　　【繰越理由】工事費、日本道路公団が国の改革により所管の組織変更が有り、
　　　　　　　　　　　道路占用協議等の協議の調整遅れ。

・事務費　　　　　　予算額　：１，３００千円　　決算額　：１，３００千円

県支出金 地方債

事

業

の

成

果

事業の進捗状況
施設費 23.3%

平成１７年度は、上記理由により、工事費は全額平成１８年度へ繰越ました。

020,000

平成１７年２月　：　スケートボード場、　スリー・オン・スリー場完成
平成１７年３月　：　ゲートボール場、　多目的広場完成

決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金

1,300 650 650

予算の
執行状況

予算額
その他 一般財源
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会計 01

款 08

項 04

目 02

　

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事業名 新川公園整備事業 予

算

科

目

一般会計

部　課 経済建設部　都市計画課　公園係 土木費

連絡先 ８８９－１６３２ 都市計画費

施策の大綱公園・緑地の整備 公園費

事

業

の

目

的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民など

沖縄県農業試験場跡地において、住民が自然とふれあ
い、憩える場で、都市景観の向上に資する都市緑地とし
て新川公園を整備する。平成１８年度完成予定。
公園面積0.28ha、総事業費は約400,000千円

　平成１７年度は、新川公園予定地を県農業試験場敷地から購入しました。
事

業

の

実

施

内

容

　○平成１６年度繰越分
・測量及び試験委託料　予算額 ：   ３，０００千円　  決算額 ：    ３，０００千円　
・公有財産購入費　（１筆：２，８０３㎡／地権者１人）　　  　
　　　　　　　　　　　　　　 予算額 ： ８９，８００千円　  決算額 ：  ８９，８００千円            　　　　　

　○平成１７年度現年度分
・公有財産購入費　（１筆：２，８０３㎡／地権者１人）　　　 
                                予算額 ： １１０，７５５千円　決算額 ： １１０，７５５千円　　　　　　　　　　　      
・事務費　　　　  　　  　 予算額 ：     ６，２４５千円　決算額 ：     ６，２４５千円

事

業

の

成

果

事業の進捗状況
施設費 9.0% 用地費 100.0%

　平成１６年度繰越分及び、平成１７年度現年分で、公園整備に必要な用地を１００％取得
したことにより、地域住民の公園整備に対する期待感が高まりました。

決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

104,900 0209,800 209,800 104,900

予算の
執行状況

予算額
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